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E d i t  y o u r  s l o g a n  h e r e 

マイクロ・ナノ材料コース 

エレクトロニクス・自動車・通信・エネルギー・医療等、多様な分野においてマイ
クロメートルからナノメートルスケールの材料が機能・構造材料として注目され
ています。本講義はMEMS（微小電気機械システム）やマイ・ナノシステムの性
能，信頼性，寿命に大きな影響を与えるマイクロ・ナノスケール材料が示す特
有の機械的特性や挙動を基礎メカニズムから理解すると共に、機械的特性の
評価方法を学ぶ、京都大学工学研究科の夏期集中サテライト公開講義です。 

 

【日 時】 平成26年9月16日（火）・17日（水）・18日（木）・19日（金） 

     （全日程 計4日間） いずれも10:30～18:00 （途中休憩あり）   

 

【会 場】 京都大学大学院工学研究科イノベーションプラザ棟2階 会議室 

http://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/access/katsura  （京大桂キャンパス最南端） 

 

【プログラム】 裏面をご参照下さい。１講義からの受講可能です。 
      

【お申込み】  ①氏名（ふりがな）、 ②所属、 ③電話、 ④E-mail、 ⑤参加希望日 を 
         下記までメールでお知らせ下さい。 
         京都高度技術研究所（ASTEM） 京都大学連携講座事務 

      Office@mot.astem.or.jp 
  

【お問合せ】  京都大学 ナノテクノロジーハブ拠点  GRENE教育事業担当 

          （田原） tahara.miki.5w@kyoto-u.ac.jp 
 

【主 催】  京都大学 ナノテクノロジーハブ拠点  

       ・グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス（GRENE） 

       ・ナノテクノロジープラットフォーム 

 

【共 催】  （公財）京都高度技術研究所（ASTEM） 

◆ 先進環境材料・デバイス創製スクール 
 関連大学院科目 
 

◆京都大学大学院工学研究科 大学院講義 
 「マイクロ・ナノスケール材料工学」 

京大GRENE 平成26年度夏期集中講義 

※※ 講義はすべて英語で行われます ※※ 

聴講無料 

※※ 本講義は京都大学大学院講義の公開講座ですが履修とはなりません。予め御了承下さい ※※ 
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マイクロ・ナノ材料コース 

スケジュールおよび講義内容 

※※ 講義はすべて英語で行われます ※※ 

※※ 講義の撮影・録音は堅くお断り致します ※※ 

10：30-12：00

マイクロ・ナノスケール
における材料強度物性
と破壊メカニズム①

13：00-16：15

マイクロ・ナノスケール
における材料強度物性
と破壊メカニズム②

16：30-18：00

10：30-12：00

シリコンの機械的物性

13：00-16：15

マイクロ・ナノ材料
試験法

16：30-18：00

10：30-12：00

ナノスケール材料の
ピエゾ抵抗効果

13：00-16：15

16：30-18：00

バイオナノ材料①

10：30-12：00

13：00-14：30

バイオナノ材料②

14：45-16：15

バイオナノ材料③

16：30-18：00

全体概要

DNAを構造材料として利用してナノスケールの構造物を製作するDNAナノテクノロジー、特にDNAオリガミの
基礎、設計論、応用について紹介します。

マイクロスケールの構造を持った代表例として、複合材料の特性について講述する。ここでは、構成要素であ
る微小繊維および微小体積母材の評価とそのバクル材料との違いについて解説する。そして、繊維／母材
界面の微視的な評価法およびその特性について説明する。また、微視的構成要素の変形・破壊がどのように
蓄積してマクロな破壊に結びつくか、およびその異方性とメカニズムについて解説する。

シリコンは半導体材料としてだけではなく、その優れた機械的特性によって機械構造材料としても有用でマイ
クロ・ナノデバイスの基本材料として幅広く用いられている。機械材料の観点でシリコンの特性について、基
本物性、電気特性、弾性特性、ひずみ抵抗効果、さらには実用化に不可欠な強度や疲労など、デバイス設計
に必要な知識を述べる。

マイクロ・ナノ材料の機械的特性とその評価方法について解説します。薄膜及び微小構造体の機械特性評価
試験技術について紹介し、これらの技術によって理解される形状記憶合金など機能性材料の機能発現メカニ
ズムとこれらの材料のデバイス応用について説明します。

材料における電子の振る舞いの考え方を学ぶための電子状態理論の基礎と、周期的な原子配列・分子配列
を持つ物質の電子状態を表現するバンド構造について解説し、材料に加わる応力やひずみが電子物性にど
のように影響するかを議論します。とりわけ、材料の電気抵抗率が応力やひずみによって変化する現象（ピエ
ゾ抵抗効果）の原理と特徴をバンド構造から導いて、シリコン・ＣＮＴ・グラフェン等に見られるスケール依存性
が発現するメカニズムについて紹介します。

細胞運動や分裂、分化・発生や再生などの様々な過程における細胞のダイナミクスは、分子レベルにおける
力学・生化学因子の複雑な相互作用により制御されています。このナノスケールから階層化されたマイクロス
ケールレベルの細胞ダイナミクスを理解する上で重要となるバイオナノ材料としての生体分子・細胞の力学的
ふるまいの解析手法について、数理モデリング・計算機シミュレーションおよび実験事例などを交えながら紹
介します。

モータタンパク質の運動をマイクロ・ナノ環境において人為的に再構築することで、そのアクチュエータとしての
機能を工学応用することが可能になります。その際の機械材料的特性、分子設計論について紹介します。

京都大学　教授　安達　泰治　/　准教授　井上　康博　①

京都大学　教授　安達　泰治　/　准教授　井上　康博　②

京都大学　准教授　横川　隆司

京都大学　教授　田畑　修　/　ソウル国立大学　助教　Do-Nyun Kim

　9月18日に限り、16時半からの講義はありません

9/16（火）

9/17（水）

9/18（木）

9/19（金）

マイクロ・ナノ材料のデバイスへの応用実例、および力学的特性や挙動がデバイスの特性に与える重要性に
ついて述べます。

マイクロ・ナノスケールにおける金属、無機、有機、複合材料の機械的特性と破壊・疲労メカニズムについて
解説します。まず、薄膜・ワイヤー・ドット等の微小材料に固有の変形と破壊の特徴について、力学的観点か
ら説明します。とくに、微小デバイスで問題となる異材界面の強度特性の考え方について詳述するとともに、
疲労・環境・クリープ等による破壊についても述べます。また、ナノ材料特有の材料形状に依存したマルチフィ
ジックス特性についても触れます。

京都大学　教授　田畑　修　/　株式会社デンソー　研究員　種村友貴

京都大学　教授　北條　正樹　/　准教授　西川　雅章　①②

京都大学　教授　北村　隆行　/　准教授　澄川　貴志　①

京都大学　教授　北村　隆行　/　准教授　澄川　貴志　②

京都大学　准教授　土屋智由　①②

兵庫県立大学　准教授　生津　資大　①

兵庫県立大学　准教授　生津　資大　②

京都大学　特定准教授　中村　康一　①②


